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の
駅
・
物
産
館
の
建
設
を
目
指
し

て
、
10
月
15
日
、
浦
野
淳
一
副
町

長
を
筆
頭
に
、
役
場
職
員
か
ら
な

る
「
大
任
町 

道
の
駅
・
物
産
館
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
町
が
計
画
す
る
道
の
駅
・
物
産
館
は
、

大
任
町
の
農
商
工
業
の
振
興
発
展
や
町
民
の

雇
用
の
拡
大
、
所
得
向
上
を
図
り
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

建
設
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
昨
年
度

「
お
お
と
う
の
農
業
を
考
え
る
委
員
会
」
と

「
お
お
と
う
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
答
申

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ほ

か
に
類
を
見
な
い
道
の
駅
・
物
産
館
を
つ
く

る
こ
と
が
成
功
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
永
原
譲
二
町
長
は
、「
役

場
職
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
合
わ
せ
た
知

恵
と
汗
と
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
道
の
駅
・

【委員長】　　副町長  浦野 淳一　
【委員】　　　課長、主幹

大任町長  永原 譲二

　道の駅等建設審議会

【幹事長】　　企画財政課長補佐
【副幹事長】　改革推進対策課収納対策係長
　　　　　　税務課賦課係長

【幹事】　　　課長補佐、係長

　道の駅等建設幹事会

【部会長】　　総合計画部会部長
【副部会長】　用地買収部会部長

　道の駅等建設合同審査部会

物
産
館
の
建
設
か
ら
運
営
に
至
る
ま
で
か

か
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
役
場
職
員
が
一
致

団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足
と
な
り
ま
し

た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
概
要
と
流
れ

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。
道
の
駅
・
物
産

館
の
完
成
お
よ
び
運
営
開
始
時
期
は
、
平

成
22
年
４
月
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【部長、副部長、部会員】
各職員を割り当て

　商品開拓部会

【部長、副部長、部会員】
各職員を割り当て

　用地買収部会

【部長、副部長、部会員】
各職員を割り当て

　財務部会

【部長、副部長、部会員】
各職員を割り当て

　総合計画部会

道

大任町道の駅・物産館
建設プロジェクト始動

目指すはオンリーワンの道の駅＆物産館

大任町道の駅・物産館建設
プロジェクトチーム　　　

本事業の立案および、物産
館・宝くじを含めた入居テ
ナントの調査研究、水辺公
園との整合性を持たせた
周辺整備の調査研究など
を担当します

本事業の建設運営にかか
わる財源調査と財源の確
保などを担当します

出品物の調査研究、農産物・
加工品の生産者開拓など
を担当します

用地買収および開発規則
の調査などを担当します

幹事会から提出された道の駅等建設運営計画
案を審議決定し、その結果を町長に答申します

審査部会から提出された道の駅等建設計画案
について審議し、その審査結果を審議会に提
出します

各部会の道の駅等建設及び運営にかかわる調
査研究とその建設運営計画案の意見をまとめ、
幹事会に提出します

意見を集約し、
町長に答申

   大任町道の駅・
  物産館建設
  プロジェクトチーム

プロジェクトチーム
の今後の流れ　　　

■問い合わせ
　大任町役場 改革推進対策課
　☎ 63 ー３０００　内線１３６



� 広報おおとう　2007.12月号

第21回 しじみ祭り

水辺公園を舞台に盛大に開催
祭典　　

festival

1消防団第 4 分団がポンプ操法を披露。
2総合司会を務めたのは、ラジオなど
で活躍中の立山律子さん。3冷たい水
もなんのその。しじみ祭り当日は、年
に一度のしじみ採りの解禁日。4会場
には出店が並び、にぎわっていました。
5中学生バンドがステージで熱唱。6
今任小学校児童の力強い今任太鼓。7
チーム対抗の大縄飛びには 10 チームが
出場。8大声コンテストで日ごろのス
トレスを発散。9熱戦続出、ラムネの
早飲み大会。�小学生以下を対象とし
た早起き抽選会では、抽選番号の発表
に一喜一憂。�商工会女性部が作る無
料のしじみ汁には長蛇の列ができます。

参加型イベントが満載
　10月 28 日、新たに整備された水
辺公園を舞台に、大任町商工会主催
のしじみ祭りが開催されました。
　訪れた人たちは、当日受け付けの
イベントに参加したり、彦山川に
入ってしじみを採ったりと、秋の祭
りを満喫。会場は最後まで熱気に包
まれていました。

特集　秋の祭典フォトリポート

1

2

3

4

5�

�

9

8

7

6

07’10/28
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芸能発表

show
スポットライトを浴びて躍動

晴れ舞台、一人ひとりが主人公

1

2

3

4

5

�

�

9

8

7

6

1日舞「絵日傘剣法」杉原ミチ子さん  
2踊り「八木節（ロック音頭）」誠慈保
育園   3民謡「浪速の王将」   4詩吟「桃
太郎図題」どんぐり保育園  5剣舞「み
だれ髪」   6管楽器「木星」「ムーンラ
イト・セレナーデ」「千の風になって」
ル・キアーヴェ   7大正琴「荒城の月」

「ふるさと」「ゴンドラの唄」   8踊り「関
風ファイティング　ザ・コールマイン
�006 ～炭坑節～」今任保育園   9蛇面
太鼓「柱立」「波の鼓」「風神」   �日舞

「忍び傘」楠木昌子さん   �太鼓「和太
鼓（ニライカナイ）」　踊り「ソーラン節」
なのはな保育所

07’11/３・４

　11月 3日、レインボーホールで芸
能発表が行われました。町内の保育
園や小中学生、各団体などが舞台に
上がり、華麗な舞や演奏などを披露
しました。
　磨きぬかれた芸の数々に、会場に
詰めかけた観客からは、惜しみない
拍手が送られていました。
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第30回 総合文化祭

作品展示

art
ズラリと並んだ至高の品々
　11月 3日・4日と 2日間にわたっ
て、B&G体育館にさまざまな芸術
品が展示されました。
　会場には芸術家たちの至高の作品
が一堂に会し、さながら美術館のよ
う。見学に訪れた人たちは、巧みな
技の数々に感嘆の声をあげていまし
た。

特集　秋の祭典フォトリポート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 個性豊かな味のある作品が並んだ陶
芸作品。 2 色とりどりの花で作られた
押し花の作品は、本物の絵のよう。 3
大きな布の絵本は子どもたちに大人気。
4 書いた人の気持ちが伝わってくる絵
手紙。 5 抹茶のお茶席も用意され、訪
れた人たちはお茶をいただいて一休み。
6 秀逸な作品が多数並んだ盆栽。 7 お
もむきを感じる表装。 8 美しく飾られ
た生け花は、まさに会場に花を添えま
した。 9 人形や干

え

支
と

が多く並んでいた
木目込み。 10一つ一つ丁寧に手作業で
作られたパッチワーク。

10

アーティストたちの美の共演
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まちの話題

満開の黄色いじゅうたんを
サイヒ振興会が菜の花で町興し

　町内に居住する８人の農・商業の担い手が集まり、サイヒ
振興会（理事長 鈴木光広）を設立しました。サイヒとは「花」
という漢字を分解して、「サ」は咲く、「イ」は癒しやイベン
ト、「ヒ」は肥料で、資源を無駄にせず環境にやさしいまち
づくりにも貢献しようと名付けられました。
　サイヒ振興会では今後、水田裏作を利用した菜の花の栽培
による花いっぱい運動の推進と、その副産物として菜種油や
油かすの生成、養

よう

蜂
ほう

によるハチミツの生産、また、将来的に
食用の廃油を回収してディーゼル燃料への再利用化など、大
任町の特産品開発と雇用の拡大を図ることを目標に取り組み
を始めています。

▲ 10 月 24 日、サイヒ振興会は峰地区の農家の協力を得て 12,000
㎡の休耕地に菜の花の種をまきました。来春の開花が楽しみです。

熱い戦い、流れる汗
婦人スポーツ大会で熱戦

　11 月 17 日、B&G 体育館で婦人スポーツ大会が開催され、
参加者たちはソフトバレーで汗を流しました。
　参加チームは M、大任フレンズ、MIYAGI、秋永、上今任、
商工会の 6 チーム。試合は 3 チームずつ A パートと B パー
トに分かれ、リーグ戦で優勝を争いました。選手たちは笑
顔を交えて楽しみながらも、真剣に勝利を目指して熱戦を
繰り広げていました。
　手に汗握る試合の結果、優勝トロフィーを手にしたのは、
A パートが M、B パートが上今任でした。

▼ 楽しみながらも真剣に勝利を目指していました

いざというときに備えて
下今任地区で救急救命講座

　10 月 27 日、下今任区公民館でアンビシャス広場委員会
主催の心肺蘇

そ

生
せい

講座が開催されました。講座には下今任地
区の子供たちとその保護者約 20 人が参加。田川市立病院の
水城医師を中心とするボランティアチーム７人の指導の下、
心肺蘇生法の基礎知識と技術を学びました。
　講座ではまず Q&A 方式で説明を行った後、小学生、中
学生、大人を対象とした４つの班に分かれ、AED（自動体
外式除細動器）の使い方や、のどに物を詰めた場合の吐か
せ方などを実習しました。
　講座修了後は、受講者全員に修了証が手渡されました。

▼ 人形を使って、AED の使い方を学びました打線爆発、全員野球で優勝
大任中野球部がボタ山旗を獲得

　田川地区と嘉飯地区の中学校を対象に、11 月 10 日・11
日の 2 日間で行われた「ボタ山旗軟式野球大会」。この大会に
大任中学校野球部が出場し、見事優勝の栄冠を手にしました。
　16 チームがトーナメントで優勝を競ったこの大会。野球
部は 1 回戦、2 回戦と 1 点差の接戦をモノにするとそのま
ま勢いに乗り、続く準決勝、決勝を 9-1、5-2 のスコアで勝
利し優勝。新チームでの初のタイトルを獲得しました。
　主将の鈴木和樹さん（2 年・峰）は、「打線がうまくつながっ
て勝つことができました。優勝できてうれしいです」と優勝
の感想を話してくれました。

▲ 新チームになって初の優勝。今後の活躍がますます楽しみです
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絵本の世界にワクワクドキドキ
小学生を対象に読み聞かせを実施

狙うは彦山川の主
魚釣り大会を実施

　朝晩の寒さが冬の訪れを感じさせてきた 11 月 10 日、彦
山川六本松河川敷で、小中学生を対象とした魚釣り大会が実
施されました。朝早くの集合にもかかわらず、参加したのは
町内の小中学生 15 人とその保護者 6 人。大物釣りを目指し
て、彦山川に次々とさおが投げ入れられました。
　参加者の中には初めて釣りを体験する子どももいて、保護
者や職員に手伝ってもらいながら、仕掛けを作っていました。
　釣果はいまいちでしたが、来年こそはたくさん釣るぞと意
気込みを見せる参加者もいました。

▲ 肌寒い中、大物を狙ってサオを投げ入れていました

大地の実り、いただきました
大任小５年生、のぞみの里と交流

　11 月 7 日、大任小学校の 5 年生と、「精神障害者通所授
産施設 のぞみの里」との交流会が行われました。
　まず児童たちは畑に向かい、6 月に植え付けておいたサ
ツマイモを施設利用者とともに収穫。地中で大きく育った
サツマイモに歓声をあげ、一つ一つ大切に掘り出しました。
　汗を流しておなかをすかせた後は、お待ちかねの食事会。
メニューは採れたてのサツマイモを使った、イモご飯、豚汁、
イモの天ぷらの 3 品。児童たちは口々においしいと言って
あっという間に食べ、中にはおかわりする児童もいました。

▼ 汗を流した後だけにあっという間に料理を平らげていました

▼ 絵本の読み聞かせに熱心に耳を傾ける児童たち

　10 月 25 日、レインボー図書室で「読み語りボランティ
ア かくれんぼ」が、絵本の読み聞かせを行いました。この
読み聞かせは、小学生を対象に平成 13 年から定期的に行っ
ていて、この日は大任小学校 2 年生 28 人を招いて読み聞
かせが行われました。
　児童たちは松田幸さんが読む「山ねこおことわり」（あま
んきみこ文）に熱心に耳を傾けていました。
　読み聞かせを行った松田さんは「読み聞かせを小さいこ
ろからやることで、話を聞く態度が養われる。また、本に
親しむ機会になってくれれば」と話してくれました。

まちの話題

町を守る頼もしい男たち
秋の全国火災予防運動を実施

　11 月 9 日から 15 日までの一週間、秋の全国火災予防運
動が行われました。
　初日の 11 月 9 日は 119 番の日。この日に合わせ、大任
町でも役場駐車場で火災予防運動パレード出陣式が開催され
ました。出陣式には約 30 人の消防団員が参加。永原譲二町
長から激励の言葉を受けました。出陣式終了後、岩口巖消防
団長の号令の下、各団員は消防車に乗り込み町内を巡回し火
災予防パレードを行いました。
　また期間中は消防団が町内を巡回しながら、各家庭に火災
予防を呼びかけました。

▲ 火事の初期消火に消防団は欠かせません
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住
民
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

12
月
14
日
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

①
生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

②
小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
限　

12
月
７
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ情報を
お届けします

大任町役場
☎ 63-3000

大任町公民館（教育課社会教育係）
☎ 63-2242

レインボーホール（社会福祉協議
会）・B&G 体育館・レインボー図書室・
サボテンハウス ☎ 63-4832

ふるさと館おおとう ☎ 41-2055
今任町民会館 ☎ 63-2506
島台隣保館 ☎ 63-2243
大任町商工会 ☎ 63-2241

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

　

12
月
は
固
定
資
産
税
と
国
民
健
康

保
険
税
の
最
終
納
期
月
で
す
。

 

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
に
な

る
日
は
１
月
１
日
で
す
。
こ
の
日
に
固

定
資
産
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、

税
金
が
か
か
っ
た
り
か
か
ら
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。

　

今
年
中
に
家
屋
（
住
宅
や
倉
庫
な

ど
）
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
来
年

度
の
固
定
資
産
税
は
か
か
ら
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
連
絡
を
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

内
線
１
０
５

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

建徳寺古墳の公開に 80 人
　10 月 20 日・21 日の 2 日間、「遠賀川流域古墳・
遺跡等同時公開」が行われました。大任町では、建
徳寺 2 号墳の現地説明会を実施。2 日間で約 80 人
が古墳の見学に訪れました。
　見学に訪れた人たちは、復元された石室の内部や
出土品などを見学。時折質問を交えながら、ボラン
ティアスタッフの説明に熱心に耳を傾けていました。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
救
急

時
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
、
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

■
年
末
年
始
の
診
療
日

　

12
月
31
日
㈪
～
1
月
3
日
㈭

▼
午
前
の
受
付
時
間

　

9
時
～
11
時
30
分

　
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
午
後
の
受
付
時
間

　

13
時
～
16
時
30
分

　
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
夜
の
受
付
時
間

　

18
時
～
22
時
30
分

　
（
内
科
・
小
児
科
）

■
問
い
合
わ
せ  

☎
45
ー
７
１
９
９

　

田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー

ゴ
ミ
収
集

　

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
12
月
28
日
㈮

ま
で
行
い
ま
す
。
個
人
で
じ
ん
芥か

い

処
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
ゴ
ミ
を
持
っ

て
行
く
と
き
は
、
役
場
で
許
可
を

も
ら
っ
て
28
日
㈮
の
16
時
ま
で
に

搬
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

1
月
4
日
㈮
以
降
は
、
通
常
ど

お
り
の
業
務
と
な
り
ま
す
。
1
月

4
日
㈮
ま
で
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ  

☎
82
ー
２
７
９
０

　

田
川
郡
東
部
じ
ん
芥か

い

処
理
セ
ン

タ
ー

犬
・
猫

　

年
末
の
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
引

き
取
り
業
務
は
12
月
26
日
㈬
ま
で

行
い
ま
す
。
年
始
は
1
月
4
日
㈮

か
ら
行
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
捕

獲
は
年
末
は
12
月
20
日
㈭
ま
で
行

い
ま
す
。

※ 

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
引
き
取
り

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ  

☎
42
ー
９
３
０
９

　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

し
尿
く
み
取
り

　

12
月
30
日
㈰
の
午
前
中
ま
で
業

務
を
行
い
ま
す
。
12
月
21
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
収
集
日
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

松
村
産
業　

☎
63
ー
３
６
５
０

　

桑
野
衛
生　

☎
63
ー
３
２
１
７

田
川
地
区
斎
場

　

１
月
１
日
㈫
は
、
お
休
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ  

☎
42
ー
８
０
０
２

　

田
川
地
区
斎
場
組
合

年
末
年
始
は
保
健
衛
生
業
務
が

お
休
み
に
な
り
ま
す

　

税
務
課
で
は
12
月
を
「
歳
末
町
税

完
納
強
調
月
間
」
と
し
て
町
税
完
納

を
推
進
し
ま
す
。
期
間
中
は
係
が
徴

収
に
伺
い
ま
す
。

　

税
は
町
の
大
切
な
財
源
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
軽
自

動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

税
務
課 

内
線
１
０
６
ま
で

　

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
国
保
係 

内
線

１
２
３
ま
で



� 広報おおとう　2007.12月号

　

田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

人
権
特
設
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
５
日
㈬  

10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課 

社
会
福
祉
係 

内
線
１
１
０

大
任
町
役
場
で

人
権
特
設
相
談
を
開
催

　10 月 16 日、東京国際式フォーラム（東
京都）で地方自治法施行 60 周年式典が開
催されました。この式典で岩本博紀さんが、
監査功労者に対する総務大臣表彰を受賞し
ました。
　岩本さんは平成 3 年から平成 19 年の間
で、12 年間大任町の監査委員を務めました。

　大任町では、新成人の二十歳の門出を祝って、
成人式を開催します。成人式の該当者には案内
状を発送しますが、住民票を町外に移している
人には発送されません。
　このような人で大任町の成人式に参加を希望
する人は、12 月 18 日㈫までに教育課社会教育
係までご連絡ください。
■とき　平成 20 年１月 14 日㈪
　　　　受付：９時 30 分～　開式：10 時～
■ところ　レインボーホール
■対象者　昭和 62 年４月２日

～昭和 63 年４月１日生まれの人
■連絡先・問い合わせ　☎ 63-2242
　大任町教育委員会 教育課 社会教育係

成人式の開催日は
１月 14 日㈪です

▲ 級友と昔話に花を咲かせましょう

　毎年 12 月 10 日は「人権デー」、12 月４日～
10 日は「人権週間」です。大任町では人権啓発
の一環として人権講演会を開催します。
■とき　12 月７日㈮　13 時 30 分～
■ところ　大任町公民館 講堂
■演題　「筑豊の女坑夫たち」
■講師　﨑山 欽一郎さん
■受講料　無料
■問い合わせ　☎ 63-2242
　大任町教育委員会 教育課 社会教育係

人権講演会を開催します
「筑豊の女坑夫たち」

総務大臣表彰を受賞

　

平
成
20
年
度
は
農
業
委
員
の
選
挙

の
年
で
す
。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

は
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
で
、
大

任
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

搭
載
申
請
を
行
い
、
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
の
み
が
選
挙
に
参
加
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
の
申
請

書
の
提
出
は
、
平
成
20
年
1
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
し

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
様
式
は
後
日
大
任
町
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
任
町
農
業
委
員
会  

内
線
２
２
１

農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
人

名
簿
登
録
を
忘
れ
ず
に

肝炎ウイルス無料検査を実施しています
　県が指定する医療機関において、B 型及び C 型肝炎ウイルス
検査を無料で実施しています。
■対象者　福岡県在住（北九州市、福岡市、大牟田市を除く）
の 30 ～ 70 歳のハイリスク者（自己申告でよい）で、過去に肝
炎ウイルス検査を受けたことがない人
※ハイリスク者　
・1992 年（平成 4 年）以前に輸血を受けたことがある人
・長期に血液透析を受けている人
・ 非加熱凝固因子製剤や 1994 年（平成 6 年）以前にフィブリ

ノゲン製剤（フィブリン糊としての使用を含む）の投与を受
けたことがある人

・臓器移植を受けたことがある人
・過去に肝機能異常を指摘されたことがある人
　（GOT・GPT 値が要指導判定）
■検査機関　福岡県が指定した医療機関。または、田川保健福
祉環境事務所で受けることができます
■問い合わせ　☎ 42-9345
　田川保健福祉環境事務所　健康対策課

　

12
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰
は
、
県
税

事
務
所
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
９
３
０
２

　

福
岡
県
田
川
県
税
事
務
所

県
税
事
務
所
の

休
日
開
庁
の
お
知
ら
せ

▲ 町内の炭坑から石炭を運び出す様子
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「虚血性心疾患」を予防しましょういきいき
国保

Vol. 6

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し

た
が
、
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
か
？

世
帯
主
、
ま
た
は
配
偶
者
と
し

て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
は
、
納
付
し
た
人

が
そ
の
保
険
料
を
申
告
で
き
ま
す
。

　

控
除
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
保
険
庁
の
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
で

■
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
ー
00
ー
９
９
１
１

■
開
設
期
間

　

平
成
20
年
３
月
14
日
ま
で

　

９
時
～
17
時
（
平
日
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

問い
合わせ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象

で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
の
添
付
な
ど
が
必
要
で

す
。
こ
の
証
明
書
は
、
11
月
上
旬
に

社
会
保
険
庁
か
ら
被
保
険
者
に
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
告
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
月
分
以
外
の
保
険
料
を

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
場

合
は
、
今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま

す
か
？

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま

す
。「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険

料
額
に
、
後
か
ら
納
付
し

た
保
険
料
額
を
合
算
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
後
か
ら
納
付
し
た
保
険

料
分
の
「
領
収
書
」
も
添

付
な
ど
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

心
臓
の
働
き

　

心
臓
は
一
生
涯
休
む
こ
と
な
く
働
き
続

け
、
１
日
に
約
10
万
回
、
１
年
で
約
４
千
万

回
の
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
は
１
分
間
に

約
５
リ
ッ
ト
ル
、
１
日
で
約
７
千
リ
ッ
ト
ル

に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
心
臓
が
休
み
な
く
働
く
た

め
に
は
、
常
に
心
臓
を
動
か
す
筋
肉
（
心
筋
）

に
酸
素
と
栄
養
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
心
筋
に
酸
素
と
栄
養
を
送
る
血
管

を
「
冠
動
脈
」
と
言
い
ま
す
。

死
因
の
第
２
位
は
「
虚
血
性
心
疾
患
」

　

現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
第
２
位
を
心
臓

病
が
占
め
て
お
り
（
１
位
は
が
ん
、
３
位
は

脳
卒
中
）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
冠
動
脈
で
血

液
の
流
れ
が
滞
る「
狭
心
症
」か「
心
筋
梗
塞
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
虚
血
性
心

疾
患
（
虚
血
性
心
臓
病
）」
と
い
う
名
で
総

称
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
管
が
狭
く
な
る
「
狭
心
症
」

　

血
管
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
す

る
と
、
血
管
が
狭
く
な
り
血
液
の
流
れ
が
妨

げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
運
動
や
興

奮
な
ど
で
脈
や
血
圧
が
増
え
る
と
、
赤
血
球

が
せ
き
止
め
ら
れ
て
心
臓
は
酸
素
不
足
に
陥

り
ま
す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。

　

狭
心
症
の
症
状
と
し
て
は
、
胸
の
痛
み
に

現
れ
る
場
合
が
多
く
、
人
に
よ
っ
て
は
胸
が

圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
重
苦
し
い
感
じ
や
締
め

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
左
肩
や
首
の
し
び
れ
感
、
顎
や
歯
の
痛
み

と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

狭
心
症
に
は
、
階
段
や
坂
道
を
上
が
っ
た

と
き
や
入
浴
時
な
ど
一
定
の
労
作
で
お
こ
る

労
作
性
狭
心
症
と
、
睡
眠
中
な
ど
じ
っ
と
し

て
い
る
時
に
お
こ
る
安
静
時
狭
心
症
が
あ
り

ま
す
。
発
作
の
持
続
時
間
は
一
般
的
に
は
数

分
以
内
と
い
わ
れ
、
特
効
薬
で
あ
る
ニ
ト
ロ

グ
リ
セ
リ
ン
を
舌
の
裏
で
溶
か
す
こ
と
で
直

ち
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

症
状
が
進
む
と
「
心
筋
梗
塞
」
に

　

さ
ら
に
病
状
が
進
行
し
、
血
液
の
流
れ
が

遮
断
さ
れ
る
と
そ
の
先
に
は
全
く
酸
素
が
行

か
な
く
な
り
、
心
臓
の
細
胞
は
死
に
至
り
ま

す
。
こ
れ
が
心
筋
梗
塞
で
す
。

　

症
状
は
狭
心
症
と
似
て
い
ま
す
が
、
発
作

が
30
分
以
上
も
続
く
こ
と
が
あ
り
、
冷
や
汗

を
伴
い
死
の
恐
怖
を
感
じ
る
ほ
ど
激
烈
な
痛

み
を
感
じ
ま
す
。
し
ば
し
ば
嘔お
う

吐と

を
伴
い
、

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
用
い
て
も
症
状
が
改

善
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
直
ち

に
病
院
に
駆
け
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

予
防
は
生
活
習
慣
の
改
善
か
ら

　

こ
れ
ら
の
病
気
の
予
防
に
は
「
血
管
に
や

さ
し
い
生
活
を
送
る
」
と
い
う
こ
と
が
大
前

提
と
な
り
ま
す
。
高
血
圧
や
高
脂
血
症
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
原
因
と
な
る
肥
満
や
喫

煙
、
過
度
の
飲
酒
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
注
意
が

必
要
で
す
。
血
管
は
全
身
を
く
ま
な
く
巡
る

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
、
生
活
習
慣
を
今
一
度
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

問　
住
民
課 

国
保
係　

内
線
１
２
３

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
２
３

問答

問答
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今
月
号
は
、
西
白
土
に
あ
る
稲
荷

山
横
穴
墓
群
を
紹
介
し
ま
す
。

　

稲
荷
山
横
穴
墓
群
は
、
町
内
西
白

土
の
東
迎
寺
の
裏
山
に
あ
り
、
古
墳

時
代
後
期
（
今
か
ら
１
４
０
０
年
前
）

に
築
か
れ
た
お
墓
で
す
。
標
高
50
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
丘
陵
の
周
囲
を
取
り
囲

む
よ
う
に
し
て
、
30
基
ほ
ど
の
横
穴

墓
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
墓
に
つ
い
て
は
、
お
お
と
う

史
学
第
10
話
（
平
成
18
年
９
月
号
no.

１
８
２
）
で
詳
し
く
ふ
れ
て
い
ま
す

が
、
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
丘
陵
の

岩
肌
を
く
り
ぬ
い
て
造
ら
れ
た
も
の

で
、
大
任
町
に
多
く
存
在
す
る
古
墳

時
代
の
お
墓
で
す
。

　

こ
の
地
に
横
穴
墓
が
存
在
す
る
こ

と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
防
空
壕
を
掘
削
中
に
多

く
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
43
年
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
須

恵
器
の
壺
や
高
坏
と
い
っ
た
も
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
正
式
な
発
掘

調
査
で
な
い
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
60
年
、
平
成
６
年
に
道
路
拡

幅
な
ど
の
原
因
で
20
基
の
横
穴
墓
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
須
恵
器
、
刀
、

玉
、
耳
飾
り
な
ど
が
出
土
し
、
こ
の

横
穴
墓
が
今
か
ら
１
４
０
０
年
前
か

ら
１
３
０
０
年
前
の
６
世
紀
後
半
か

ら
７
世
紀
末
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、

古
墳
と
横
穴
墓
を
折
衷
し
た
形
式
の

も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
通

常
横
穴
墓
は
丘
陵
を
掘
り
込
ん
で
造

ら
れ
る
た
め
、
古
墳
の
よ
う
な
墳
丘

（
土
盛
り
）
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
稲
荷

山
横
穴
墓
群
で
は
、
丘
陵
先
端
の
見

晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
古
墳
の
よ
う

な
墳
丘
を
も
つ
横
穴
墓
が
造
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
は
近
年
遠
賀
川

流
域
で
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
大

任
町
で
も
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

稲
荷
山
横
穴
墓
（
西
白
土
）

第25 話

松ま
つ

霞が
す
み

No.25

●種　属　ハシラサボテン亜科マミラリア属
●原産地　キューバ
●開花時期　春
●特　徴　�短円筒型、径４㎝、高さ９㎝程度の小型種。

子吹きしてマット状に群生する。強健種。
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

��

▶�

墳
丘
を
も
つ
横
穴
墓
（
平
成
６
年
撮
影
）

●
作
品
名　
「
灯
籠
（
と
う
ろ
う
）」

　
（
大
任
町
文
化
連
盟 

陶
芸
教
室
か
ら
選
出
）

●
作
者　

原 

裕
子
さ
ん
（
皿
山
）

●
コ
メ
ン
ト
「
足
が
折
れ
て
し
ま
い
、
作
り

直
し
た
力
作
で
す
。
モ
ノ
を
作
る
作
業
が
好

き
で
、
毎
回
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
」

▲�稲荷山横穴墓から出土した鈴や鉄器

刀 25cm

かま 16cm

刀子 14cm

すき先
横７cm�縦 11cm

鈴 4.3cm

▲�横穴墓全景（昭和 60年撮影）
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　1 月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募
集します。写真またはデジカメのデータを持参してくだ
さい。
　次回の締め切りは 12 月 13 日㈭です。
問 企画財政課 広報係　内線 216（役場２階）

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し  うちＣＤとビデオは

 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 1� 1� 14 1�

16 1� 1� 1� �0 �1 ��

�� �4 �� �6 �� �� ��

�0 �1 １ ２ ３ ４ ５

12 月の休室日

一般書

楽
園
㊤
・
㊦

宮
部 

み
ゆ
き 

著

その他の新刊

子
供
を
ゲ
ー
ム
依
存

か
ら
救
う
た
め
の
本

オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
ブ
ル
ー
ナ
ー 
著

★ 一般書 ★
◎記憶力が面白いほどつく本
　　　　　  　　　　B・フィールディング  著
◎がばいばあちゃんの笑顔で生きんしゃい！
　　　　　　　　　　　　　　　島田 洋七  著
◎すべては消えゆくのだから
　　　　　　　　 ローランス・タルデュー  著
◎かってまま　　　　　　　　　諸田 玲子  著
◎氷の華　　　　　　　　　　　天野 節子  著
◎うめ版　　　　　　　　 新明解国語辞典  著
◎幻香　　　　　　　　　　　　内田 康夫  編
◎湿地帯　　　　　　　　　　宮尾 登美子  著
◎泣き虫しょったんの奇跡　　　瀬川 晶司  著

★  児童書  ★
◎チャレンジ！ パワー脳パズル
　　　　　　　　　　　　　　　横山 験也  著
◎ NO. ６　　　　　　　　  あさの あつこ  著
◎給食番長　　　　　　よしなが こうたく  著
※ このほかにもたくさん入庫しています

金
田
一
少
年
の
事
件
簿

雪
夜
叉
伝
説
殺
人
事
件

天
樹 

征
丸 

原
作

DVD

ア
サ
ッ
テ
の
人

諏
訪 
哲
史 

著

た
っ
た
一
度
の

人
生
だ
か
ら

星
野 

富
弘 

著

パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

呪
わ
れ
た
海
賊
た
ち

ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ 

主
演

ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ

王
の
帰
還

ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン 

監
督

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

イ
ン
ド
式

か
ん
た
ん
計
算
法

水
野 

純 

著

佐
賀
の

が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

島
田 

洋
七 

著

寺
て ら

戸
ど

 琳
り ん

ちゃん ３歳
平成 16 年 12 月 24 日生まれ

柿原地区・女の子

12月生まれ

大
お お

森
も り

 明
あ き

人
ひ と

くん ３歳
平成 16 年 12 月 1 日生まれ

灰ノ木地区・男の子

永
な が

原
は ら

 男
だ ん

道
ど う

くん １歳
平成 18 年 12 月 19 日生まれ

西白土地区・男の子

安
や す

武
た け

 羽
う

紗
さ

ちゃん １歳
平成 18 年 12 月 9 日生まれ

灰ノ木地区・女の子
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中
なか　むら

村 嘉
よ し

子
こ

さん（西白土）

☆生年月日　昭和 12 年２月７日（70 歳）
☆趣　味　日本舞踊（古典）　邦楽鑑賞　園芸

▲ 自宅の稽
けい

古
こ

場でお弟子さんを相手に、毎日のように指導しています

クローズ・アップ

vol .22−  t h e  J a p a n e s e  d a n c e −

　「仲間が何より一番の財産。仲間がいて、うれしいことも
悲しいことも全部受け止めてくれます」と笑顔で語ってくれ
たのは中村嘉子さん。踊り愛好会の副会長を務めています。
　中村さんは体育教師として田川郡内の中学校を歴任。大任
中学校でも 10 年間在職しました。51 歳で早期退職した後
は、日本舞踊「花

はな

柳
やぎ

流
りゅう

」の先生として、現在まで充実した日々
を過ごしています。
　中村さんの踊りの原点は中学生時代。クラブ活動で創作ダ
ンス部に入部したのがきっかけでした。小さいころから体を
使って表現することが好きだった中村さんは、創作ダンスに
夢中になりました。教師になったあとも、学校で生徒たちに
創作ダンスを教えることも。そして 40 歳のときに現在指導
している日本舞踊を学び始め、現在に至っています。
　踊り愛好会では日ごろの練習の成果を披露するため、毎年
3 月に「踊り愛好会発表会」をレインボーホールで開催して
います。次回で第 20 回の節目を迎える発表会。「華美にな
らず、仲間と協力して地道に続けてきたから」。結成以来、
毎年欠かさず続けている発表会は、踊り愛好会の誇りです。
　現在は自宅の稽

けい

古
こ

場で８人のお弟子さんに、毎日のように
踊りの指導を行っています。「日々ありがとうの気持ちを忘
れずに。それはいつも自分に言い聞かせています。これから
も仲間を大事にしていきたいですね」。謙虚で常にまわりへ
の感謝を忘れない中村さんでした。

①クリスマスは 12 月何日でしょうか？
②下の用紙に書かれている英単語をクリスマスツリー
の中から探して線で囲んでください。縦、横、ななめ
でも良いです。回答用紙は各学校の先生からもらって
ください。

　答えを記入したら、学級と名前を書いて学校職員室
前の青い箱に入れてください。
　回答期限は 12 月 13 日㈭までです。

先月号の当選者
　 　先月号のクイズの回答者

数は 170 人、正解者は 118
人でした。厳正なる抽選の
結果、当選者は大任中学校
３年生の安武美智雄さんに
決定しました。おめでとう
ございます。

■問い合わせ
　大任町教育委員会 教育課 学校教育係
　☎ 63-3000　内線 218

ＡＢ Ｃ Ｄ ＥＦ Ｇ

ダニエルの
クイズ

Vol. 3

ダニエル・トルソン ● 町内の小中学校で英
語を教えるALT。ウイグル出身。田川市在住。

今月の問題　「クリスマス」

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以
下です。正解者の中から抽選で１名に図書券 500 円分を
差し上げます。当選者は次号の広報紙に写真掲載されます。

安武 美智雄さん
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● 発生件数  14 件（122 件）
● 死亡者数   0 人（  1 人）
● 負傷者数  13 人（ 71 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ

添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（10月中）

交 通防 犯

添田警察署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　添田町では、10 月に２件の交通死
亡事故が発生し、「交通死亡事故非常
事態宣言」が発令されました。運転す
る際は安全運転を心掛けましょう。

町内犯罪発生状況（10月中）

種  類 件 数
空き巣・忍び込みなど 　０件
オートバイ・自転車盗 　１件
自動車盗 　１件
部品盗 　０件
車上荒らし 　０件

自動販売機荒らし 　０件
ひったくり 　０件 ふっけい君

 12 月行事予定表    　師走
日 月 火 水 木 金 土

２ ３ 障害者週間４ ５ ６ ７ 大雪８ 針供養　事納め

チューリップ
球根植え

【レインボーホール周辺
９時〜】

※多数のボランティア参
加者をお待ちしています

三種混合予防接種
（３〜 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

１歳６カ月児健診
（対象者個人通知）
【多目的 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
人権特設相談

【役場 10 時〜 12 時】

人権講演会
【大任町公民館

13 時 30 分〜】

９ 10 世界人権デー 11 12 13 14 15
食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

MRワクチン
予防接種

(対象者個人通知・予約制)
【13時30分〜14時】
６ページに詳細あり

ミニ門松作り
【自然の森キャンプ場

９時〜 12 時】

16 17 18 19 食育の日 20 21 22 冬至

防犯もちつき大会
【役場玄関前広場

11時00分〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

23 天皇誕生日 24 振替休日 25 クリスマス 26 27 28 官公庁仕事納め 29
固定資産税
第４期納期限

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

役場仕事納め

30 31 大晦日１ 元日２ 初荷　書初め ３ ４ 官公庁仕事始め 場 所
役場仕事始め 【集会室】

…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

◆
今
月
の
表
紙

　

役
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
11

月
19
日
午
後
7
時
ご
ろ
撮
影
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
17

時
30
分
～
22
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま

す
。

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,604 世帯（− �）

計 �,�6� 人 ( − �6 人 ) 計 1,��� 人 ( − � 人 )

女 1,01� 人 ( − 6 人 )

男   �6� 人 ( − � 人 )

女 �,1�0 人 ( − 11 人 )

男 �,��� 人 ( − 1� 人 )

（平成19年10月末現在）

まちの介護福祉講座

高齢者のストレングスって何？

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

●クリスマスチャリティーコンサート
　【田川青少年ホール】
　12 月 23 日（日）　13 時 30 分～ 18 時
　 バンド演奏、幼児によるダンス、凶悪犯罪抑

制講演・相談など　入場料：無料
●  100 万人のキャンドルナイト　電気を消して

アートな夜を
　【田川市美術館・現代美術ギャラリー to.ko.po.la】
　12 月 21 日（金）　18 時～ 21 時（予定）
　要申し込み・定員 30 人程度　参加料 300 円
　「キャンドルづくり」や「夜のおはなし会」など

◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com）

●第 10 回小さな森のコンサート
　【川崎中学校体育館】
　12 月 16 日（日）　13時開場　14時開演
　入場無料（託児あり）

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

●人権と福祉のまちづくり講演会
　【福智町同和対策研修センター】
　12 月 9 日（日）　9 時 30 分受付　10 時開始
　 講師：豊田謙二（熊本学園大学大学院 教授）
　演題： 「私たちの手でつくる、人権と福祉の町

ついて」
● 2007 ロマンティック X'mas コンサート
　【福智町地域交流センター】
　12 月 21 日（金）  18 時 30 分開場、19 時開演
　12 月３日（月）　７時～ 11 時
　 料金：大人 2,500 円  子ども 1,500 円
　　　　（前売り券は 500 円引き）
　 日本トップレベルのハーモニーが送るロマン

ティックなひととき

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
浦
和

レ
ッ
ズ
が
、
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｌ
で
見
事
優
勝
。
日

本
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
は
初
の
栄
冠
。

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
当
初
は
最
下
位
ば
か
り
で
、

Ｊ
リ
ー
グ
の
お
荷
物
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

た
の
も
今
は
昔
。
日
本
を
代
表
す
る
チ
ー
ム

に
成
長
し
ま
し
た
。
我
ら
が
ア
ビ
ス
パ
福
岡

も
頑
張
っ
て
も
う
一
度
Ｊ
１
に
復
帰
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
…
。
そ
れ
に
し
て
も
脳
梗こ

う

塞そ
く

で
倒
れ
た
オ
シ
ム
監
督
の
安
否
が
心
配
。

た
だ
た
だ
、
一
命
を
取
り
留
め
て
意
識
が
回

復
す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。（
毅
）

　最近、介護保険において介護予防という言葉が大きく取り上げられて
います。この介護予防とは、少し弱ってきた人が要支援状態にならないよ
うに、そして要支援者が要介護状態にならないように予防することで、高
齢者が住み慣れた地域で安心して生活が続けられるようにしましょうとい
うものです。
　介護保険制度が始まって問題となったのが、介護サービスを利用するこ
とにより、逆に利用者の心身の状態が低下するというケースが少なからず
見られるようになったことです。
　例えば、洗濯物を洗ったり畳んだりすることはできても、干したり取り
込んだりすることができない人が、ヘルパーサービスを利用したことで、
洗濯のすべての工程がヘルパーさん任せになってしまいます。その結果、
今まで本人が行っていた、洗濯物を洗ったり畳んだりする意欲までも失っ
てしまったという例などがあります。
　これではいけないということで、介護予防という言葉が重視されるよう
になりました。介護予防は、「本人ができることはできる限り本人が行う」
ということを基本としています。
　そこで注目されるようになったのが、「ストレングス」という言葉です。
これは、「強さ」や「強み」という意味で、例えば「友人宅へは歩いて行
けなくなったが、また一緒に押し花をしてみたい」といった本人の意欲や

「長男の妻は専業主婦で、車の運転ができる」などの家族の力、また「定
期的に公民館で押し花教室が開催されている」といった地域や社会の資
源などのことを言います。
　これら「ストレングス」を組み合わせることにより「息子のお嫁さんに
車を運転してもらい、友人と一緒に押し花教室へ通う」といった介護予防
の計画ができ、結果として本人の意欲や生活の質を高めることになります。
従来の高齢者の「弱さ」ばかりを見ていた介護計画では、なかなか心身
の状態や生活の質に改善が見られなかったのもうなずける話です。
　これからの高齢化社会には、この「ストレングス」という言葉がとても
重要になってきます。皆さんもご自身や家族、地域や社会の「ストレング
ス」を探してみましょう。

田川市郡 12 月のイベント

暗闇に浮かび上がる幻想的な世界
　ケアハウスグッドライフ（皿山）の中庭が、無数のイルミ
ネーションで彩られ、訪れた多くの人の目を楽しませてい

ます。イルミネー
ションの点灯時
間 は 18 時 か ら
22 時まで。点灯
期間は 12 月いっ
ぱいまでです。
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まちの話題

PTA 成人教育講演会

　単純にして明解。軽快にして愉快ー。
　11 月 9 日、大任町 PTA 連合会主催の PTA
成人教育講演会がレインボーホールで開催さ
れました。会場には PTA や学校関係者など約
300 人が詰めかけ、講演に耳を傾けました。
　講演で大畑さんは、これからの時代は「悪戦
苦闘能力」を養うことが必要と力説。そのため
には「挨拶、体力、感性、集中、思考」の５つ
を「凡事徹底」することが大切だと語りました。
　所狭しと檀上を動き回りながら、熊本弁で熱
弁を振るった大畑さん。単純明解で的確な大畑
さんの考え方に、講演に訪れた人たちは時折う
なずきながら、講演終了時には称賛の拍手を
送っていました。

悪戦苦闘能力を養おう

㊤ 講演の前には町内の学校の先生が、
学力向上拠点形成事業の取り組みの成
果を発表しました　㊥ 講演中は大事
な言葉を書いた紙を見せながらわかり
やすく説明　㊦ 聴衆の心をつかむ軽
快なトークに会場は盛り上がりました

　平成 1� 年、熊本県立菊池高
等学校長時代に「菊池発！ 未
来教育サミット」を開催。教育
実践を生徒と一緒になって発表
し、大きな感動を与える。
　熊本県立八代高等学校、熊本
第一高等学校長を経て、現在は
熊本県立盲学校長を務める。
　「あいさつ校長」として全国
的にも有名で、あいさつするこ
とで社会の一員としての自覚が
芽生え、ひいては勉学にも身が
入るようになると主張する。

大畑 誠也 先生
profile


